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本日のねらい

地区防災計画作成のサポートを
するために備えることについて、
実践例を用いつつお考えいただき
ます。



今日お話する内容

（１）高知県幡多郡黒潮町で想定されている災害

（２）津波想定の後に、黒潮町がとった対策

（３）黒潮町における地区防災計画の活動

（４）地区防災計画のサポートをするために備えること



（１）高知県幡多郡黒潮町で想定されている災害

海の幸に恵まれた地域

美味しい海産物をたくさん食べられる。

沿岸部ではホエール・ウォッチングもできる
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（１）高知県幡多郡黒潮町で想定されている災害



３４．４メートルの津波

１１階建てのビルに相当する高さ

海中最大生物「シロナガスクジラ」の体長
に相当する。

（１）高知県幡多郡黒潮町で想定されている災害



３４メートルの津波が来るということは

（１）高知県幡多郡黒潮町で想定されている災害



（１）高知県幡多郡黒潮町で想定されている災害

シロナガスクジラが襲ってくるようなもの



そのため住民の中では、津波避難に対す
る諦めの感情が蔓延しました。

（１）高知県幡多郡黒潮町で想定されている災害



災害がまだ起きていないにも関わ
らず、すでに災害が起きてしまった
かのような状態になりました。

「擬似被災」してしまったような
状態といえます。

（１）高知県幡多郡黒潮町で想定されている災害



（２）津波想定の後に、黒潮町がとった対策

ハード面の整備として、避難道や避難場
所、津波避難タワーができました。



ハード面の整備として、日本一の高さの
津波避難タワーも作られました

（２）津波想定の後に、黒潮町がとった対策



日本一の高さの津波避難タワーの最上階には、
屋根がついていて、避難した後に雨風をしのげ
ます。スロープもついています。

（２）津波想定の後に、黒潮町がとった対策



タワーが完成したことによって、住民は
よろこび、タワーから餅をまきました。

（２）津波想定の後に、黒潮町がとった対策



ソフト面の対策としては、全職員が、通常業務とは
別に、防災業務に携わるように、体制を変えました。

町のすべての地区に、行政職員がサポートして、防
災活動が進められています。

（２）津波想定の後に、黒潮町がとった対策



ソフト面の対策としては、地区を担当する職
員が、地域での会合や活動のサポートをして
います。私達、京都大学も支援しています。

（２）津波想定の後に、黒潮町がとった対策



地域コミュニティ単位で行われている防災計画の
ことを、「地区防災計画」と言います。

•防災基本計画国

•防災業務計画指定行政機関

•地域防災計画都道府県・市町村

•地区防災計画地域コミュニティ

（３）黒潮町における地区防災計画の活動
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（３）黒潮町における地区防災計画の活動



具体的な「地区防災計画」の活
動を、２つ紹介します
１つ目が、「災害のハザードを知
るための活動」

２つ目が、「災害のハザードの被
害を減らすための活動」です。

（３）黒潮町における地区防災計画の活動



１つ目「災害のハザードを知るための活動」

予想される津波浸水深や津波が到達するまでの残り時間を地点ごとに表示しつつ
アプリを使った “オーダーメイド” の津波避難訓練を行える。

高知県幡多郡黒潮町での実証実験の様子

津波が来るまで、
あと９分１１秒あるよ。

津波が来るまでの
残り時間

予想される
最大の津波浸水深



訓練終了後の表示画面

訓練後に、避難結果の判定（成功・
危機一髪・失敗）や、津波に追い
つかれる時間までの最短時間、移
動距離、移動平均速度、移動軌跡
などの結果情報を表示する。

災害時ではなく事前に、津波避難
について学習することを主目的に
したアプリ。

１つ目「災害のハザードを知るための活動」







１つ目「災害のハザードを知るための活動」

ビデオを使って、住民目線の「動くハ
ザードマップ」のワークショップを開催
しました。



逃げトレを使うことによって、津波
避難行動のGPSデータを集めること
ができます

そのGPSデータを応用して、「動く
ハザードマップ」を作成することが
できます

１つ目「災害のハザードを知るための活動」
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１つ目「災害のハザードを知るための活動」



スマートフォン・アプリを使うこと
で、津波を意識した避難訓練や防災
計画を計画できます。

近々、無料でインストールできるよ
うに、現在手続き中。

１つ目「災害のハザードを知るための活動」



２つ目「災害のハザードの被害を
減らすための活動」





屋外空間を移動している
津波避難訓練ばかり





＋

屋内避難訓練の検証



屋内避難訓練の動画（92歳・独居女性）



屋内避難訓練のカルテの内容

転倒の危険がある家具の有無

寝室から玄関までの距離

寝室から玄関までの所要時間

部屋の間取り

玄関からの声の聞こえ具合

非常持ち出し袋の有無

就寝時の服装

ベッドの近くの履物の有無 など



屋内避難訓練で見つかった不備の改善

中学生による家具固定の実施

ジェルシートによるテレビの固定 など

https://direct.sanwa.co.jp/images/goods/QL-51_MA.JPG



屋内避難訓練のカルテを使うことに
よって、屋内空間の安全を点検するこ
とができる

津波避難を行う上でもっとも重要なこ
とは、地震の揺れを感じた後に、すぐ
に避難することができるように生活環
境を整えること。

２つ目「災害のハザードの被害を
減らすための活動」



具体的な「地区防災計画」の活動を、２つ
紹介しました。しかし、それは一例。

起震車や津波発生模型などを使った「自
然災害のハザードを知る」活動も可能。

家具の固定や耐震化、防災備蓄倉庫の設
置などといった「ハザードの被害を軽減
する」活動も可能。

（３）黒潮町における地区防災計画の活動



黒潮町では「地区防災計画」によって、住民の態度
は大きく変わってきました。

例えば、避難しないと言っていた住民が避難しよう
という態度の変化がありました。

（３）黒潮町における地区防災計画の活動



他にも、津波の被害だけではなくて、被災した後の
復興について考え始めた住民もいます。

（３）黒潮町における地区防災計画の活動



黒潮町の防災として、タワーや避難道と
いったハード面の整備は、地域防災を進め
る上で、確かに大きな役割を担いました。

しかし、それ以上に、ソフト面の「地区防
災計画」の取り組みによって、多くの住民
は態度を変容させてきました。

（３）黒潮町における地区防災計画の活動



３つの力

１：行政・住民と連携する力

２：たくさんの事例を紹介できる力

３：防災＋αを考える力

（４）地区防災計画のサポートをするために
備えること



１：行政・住民と連携する力
地域担当職員と住民との架け橋になるように意識しました。

（４）地区防災計画のサポートをするために
備えること



２：たくさんの事例を紹介できる力
黒潮町の隣町「四万十町・興津」の事例を、黒潮町に紹介す
ることで、活動が飛躍的に広がりました。

（４）地区防災計画のサポートをするために
備えること



３：防災＋αを考える力
防災に参加することが生きる力を生みました。

（４）地区防災計画のサポートをするために
備えること



３つの力

１：行政・住民と連携する力

２：たくさんの事例を紹介できる力

３：防災＋αを考える力

（４）地区防災計画のサポートをするために
備えること

地区防災計画のポテンシャルは無尽蔵



津波の被害想定を逆手に取った、黒潮町防災
グッズのブランド化「３４M缶詰」

津波防災によって、魅力あるまちづくりを展
開してます。

友永さんのご講演を是非お聞き下さい。

最後に


